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要請番号（JL02124A01）

 

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

カンボジア G183 幼児教育 個別 新規 2年 ・2024/3 ・2025/1 ・
2025/2

    

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育青年スポーツ省

2）配属機関名（日本語）

シハヌークビル中央幼稚園

3）任地（ プレアシハヌーク州シハヌークビル ） JICA事務所の所在地（ プノンペン ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 3.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

シハヌークビルはカンボジア南西部のプレアシハヌークの州都であり、海に面した港湾都市である。配属先は街の中心
に位置する公立幼稚園で同州で最も園児数が多く、約600名計13クラスである。カンボジアの幼稚園は、一般的に小学
校に併設されているが、本配属先は独立している中央幼稚園であり、毎日午前と午後で別の園児が登校する二部制となっ
ている。過去に同州の教育青年スポーツ局の幼児教育担当が隊員から音楽を習った経験があり、協力隊活動を高く評価
しているため、本幼稚園への隊員の要請に至った。

【要請概要】
1）要請理由・背景

カンボジアでは首都に国内唯一の幼稚園教員養成校(Pre-School Teacher Training Center)があり幼稚園教員を育成して
いるが、現場の需要に対して教員の専門技能や指導経験が追いついていない。また2018年の新カリキュラム導入により
日本式幼児教育に近い「遊び」を中心とした保育が導入される事となったが、現場の教員は手遊び、歌、踊りなど、遊
びを中心とした発達段階に応じた指導の経験が少なく、保育実践に関する知識も乏しい。これらの背景から、現場で教
員の保育支援を行う事のできる協力隊を求める本要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 同僚教員と共に、遊びを中心とした保育活動を行う。
2. 同僚教員に対し遊びを中心とした保育実践や、教材の紹介をすることで、指導の幅を広げる。
3. 同僚教員と共に園内の装飾や保育環境整備を行う。
4. 幼稚園運営を含む幼稚園全体の保育の質向上に貢献する。

担当する学年及び保育内容については、隊員の経験、得意分野を踏まえて赴任後に決定する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

ボール数個、絵本多数、その他一般的な幼児教育用の教具、遊具
(現場の教具は頻繁に消耗・更新されるため、派遣時に再確認し、その時点で存在する教具から保育内容を考案する)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02124A01_1.jpg?t=1717496944
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02124A01_2.jpg?t=1717496945
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02124A01_3.jpg?t=1717496945
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02124A01_4.jpg?t=1717496945
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL02124A01_5.jpg?t=1717497019


4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:女性教員17名(含:校長・副校長)、男性教員1名

20代2名、30代5名、40代11名

活動対象者: 3歳2クラス80名、4歳6クラス300名、5歳5クラス220名 計13クラス600名

5）活動使用言語

クメール語

6）生活使用言語

クメール語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（幼稚園教諭）
　　　　（保育士）

[性別]：（女性）　備考：女性主体の現場のため

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：経験に基づいた指
導が必要

[参考情報]：

　・保育士の場合は幼児クラス経験が望まれる

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（22～38℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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